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る江別製粉株式会社の始まりである。   
2．中小製粉会社の叢生  
（1）製粉事業の歴史   
製粉業とは，原料（主に小麦）を粉砕し  
て，ふすまと胚乳部分とに分離して小麦粉を  
会社概要   
昭和23年5月27日   
江別市緑町東3－19  
設  立  
所在地  
代表取締役社長 安孫子建雄  
資本金  
売上高  
電  話  
封ト f∃ 私  











日産216トン   1）ガリオア（GARIOA）とはGovernmentAppropriation  
forReliefinOccupied Areaの鳴。アメリカ軍占領地の  
疾病や飢餓による社会不安を防止し．占領行政の円滑   
を図るため．アメリカ政府が．オーストリア等の占領   
地．そしてl日敵国の占領地である日本と西慣ドイツに  
対して．陸軍省の軍事予算から援助資金を支出した。   
第二次世界大我で大きな痛手を被った日本  
は，田畑さえも疲弊して，きわめて深刻な食  

















































































いかと推測される。こうした戦後の活発な動   
2）飯沢理一郎F農産加工業の展開構造』筑波昏房，178   
頁。  
















































4）2010年5月9臥 安孫子健雄社長インタビューより。  
【江別製粉株式会社のミニ歴史】  
昭和23年 創立総会 （5月20日）  
札幌郡江別町萩ケ岡17番地 岩田政勝宅にて江別製粉株式会社創立総会。  
代表取締役社長に安孫子安雄（初代）就任 資本金195，000円  
設立登記 5月27日 創立日とする  
萩ケ岡の岩田諺造工場西側建物で小麦粉製造開始  
農林省主食委託加工工場に指定される（9月）  加工能力日産3トン  
昭和25年 全国の工場数3，095で戦後最高となる。  
昭和26年 工場火災兢失（7月20日）味噌謡道三場16棟焼失で製粉工場も焼失  
現在地へ移転工場再建（12月）  加工能力日産10トン  
昭和27年 政府委託方式から（学級粉等一部を除き）原料買取加工制へ移行（4月）  
間接統制  販売の自由化が始まる 市場競争時代  
この年以降企業整理始まり製粉工場激減 全国1，917工場  
昭和29年 台風15号（洞爺丸台風）（9月）建設中の倉庫倒壊，北海道は大被害を受ける。  
昭和31年 全国製粉工場数1，081道内10   
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昭和33年 全国製粉工場数745 道内7  
協同組合全国製粉協議会発足 副会長に安孫子安雄就任  
昭和38年 江別精穀株式会社を吸収合併，精麦事業を兼営（6月） 加工能力日産50トン  
昭和39年 製粉工場近代化第一期工事（ニューマ方式製粉工場）（1月）  
全国製粉工場数463道内7 東京オリンピック開会  加工能力日産120トン  
昭和41年 初代社長安孫子安雄逝去（3月23日）御坊田善雄が社長に就任（4月5日）  
昭和42年 経営診断を受ける。  
昭和43年 製粉振興会発足（9月）  日本の人口1億人突破  
製粉工場近代化第二期工事（原料精選調質工場）（12月）  
昭和44年 創立20周年・2期工事完成祝賀会（1月）営業強化：開発課を設置（4月）  
昭和47年 札幌冬季オリンピック開催（2月）  
昭和48年 中央製粉と出資合同。中央製粉は工場閉鎖（4月）第一次オイルショック  
昭和49年 製造事務・研究室・倉庫（旧精麦工場）火災焼失（8月）  
昭和51年 本格的家庭用プレミックス粉発売開始（6月）  
昭和54年 本社社屋完成（鉄骨3階建）（4月） 立体自動倉庫新設（収容能力1，000T）  
昭和57年 精選工場乾式化工事（4月） 洗浄水の廃水処理等の困難から乾式に変更。  
小麦粉熟変性装置完成（能力200KG／H）（10月）  
昭和58年 フラワーサイロ14基（収容能力410T）・小麦粉バルク出荷設備（12月）  
昭和59年 製粉工程設備更新  加工能力日産147トン  
エ程改造工事（シフターその他主要機械の全面更新及び合理化）（8月）  
第一期設備は20年経過老朽化と新システムヘの変更。  
昭和61年 製粉工場設備一部更新（7月）  
昭和62年 自動パン焼横寺用粉発売（6月）  
加工能力日産153トン  
家庭用直販業務開始（フリーダイヤル・代金引換宅配便による）  
昭和63年 製粉工場設備一部更新（7月）  加工能力日産168トン  
平成1年 はるゆたかスパゲティ発売開始（11月）  
平成 2年 北海道小麦（ハルユタカ，チホク）100％商品シリーズ完成  
平成 4年 株式会社北海道フードプラン 設立 パン製造販売始まる（12月）  
平成 6年 製粉工場能力増強工事（シフター・ロール増強自動倉庫新設／飼料工場新設。今  
期大幅赤字決算。年間30，000T生産・販売体制  加工能力日産193トン  
平成 8年 小麦粉バルク再編設備 更新（3月）  出荷能力毎時12トン  
御坊田善雄引退し会長に。第三代社長に安孫子建雄が就任（6月）  
平成10年 当社創立発起人 前岩田醸造（棟）社長 岩田政勝氏江別市名誉市民となる。  
創立50周年を迎える。（5月27日） 創立記念祝賀会（9月13日）  
全国焼き菓子コンペ開催（9月）  
平成13年ISO9001取得  
平成14年 『菓子祭り2002in江別』共催（於江別市）  
平成15年ISO9001：2000に移行。総合加工工場（包装：小袋ミックス）完成  
平成16年 F－Ship（オーダーメイド小麦粉生産システム）稼動。  
平成17年JAS法における有機農産物加工食品業者認定取得。  
平成18年 『小麦フェスタ2006in江別』共催（於江別市）   
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平成19年 農林水産省主管「立ち上がる農山漁村～新たな力」選定。経済産業省主管第2  
回「ものづくり日本大賞ものづくり地域貢献賞（北海道経済産業局長賞）」受  
賞。  
平成20年 昨■sフェスタ2008in江別』共催（於江別市）  
経済産業省主管「元気なモノ作り中小企業300社2008」選定。  
平成21年 北海道産小麦記録的大不作に見舞われる。  
原料調質棟建設（新調質システム導入）  
「麦チェン！北海道」始まる。  





























へと成長していった。   
4．江別製粉の転換期  


























付が増加した。品質は関係なく，つくりさえ   
5）アメリカの国策として「余剰生産物処理法」1954年   
を参照。  
















































































理に負けない味わいが出せるようである。   
（4）道産小麦のイメージ向上   
江別製粉が本社と工場を置く江別市は，現  
6）2010年3月，片岡農園にてインタビュー。   
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表1 国内産小麦を利用した高品質パン製造（％）  
37  
市販強力粉  ハルユタカ  ホロシリ  ホクシン  農林61号   
水 分   13．89   14．49   13．84   13．23   13．36   
蛋白質   15．73   15．01   13．66   12．75   12．35   
灰 分   0．42   0．46   0．45   0．43   0．39   
脂 肪   0．53   0．74   0．55   0．73   0．62   
湿塞量   2．69   2．86   2．84   2．57   2．10   
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江別小史のオリジナル西曾  ー7  
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岡と江別製粉の佐久間は，小麦についての勉   














































































7）規模を従来型の10分の1に縮小し，′ト回りをきかせ   
たもので，製粉能力は毎時1トンである。「SHIPは，   
Small－SCaled High1yIntensive Plant（小規模高集約型   
プラント）。Fは，Flour（小麦粉）・Farm（農場）・   
Food（食べ物）・Fit（ぴったりの）・Fine（素晴らし   
い）の頭文字をとって名付けている。「品種・適量生   
産」を合言葉に．“こだわり”の小麦粉作りを目指し   
ている。   
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された。農業者を支援してハルユタカの初冬  
まき技術を確立したこと，およびそこにかか  




























































れたものであるといえよう。   




















今後も維持されると思われる。すなわち，限   














飯澤理一郎『農産加工業の展開構造』筑波書   
房，2001年。  
堀内久弥・高野克己編『食品工業技術概説』   
恒星社厚生閣，1997年。  











かたおか農園片岡弘正，2010年3月13日，片   
岡農園にて。  
江別製粉株式会社代表取締役社長安孫子建   
雄，2010年5月23日，厚別シュラトンに   
て。  
江別製粉株式会社専務取締役佐久間良博，   
2010年3月13日，マキシド・ル・パにて。  
江別製粉株式会社常務取締役安孫子俊之，   










































9）札幌市清田区に「ドルチェピータ」という名前で菓   
子店を，隣にレストランを構えシェフとして活躍して   
いる。   8）関滴博㌃地域ブランドと産業振興」新評論，2006年。  
